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●問い合わせ先　小郡市子育て支援センター 
☎73-5041 

メールアドレス　kosodateshien5041@suo.bbiq.jp 
※メールアドレスが新しくなりました。 
ホームページ　http://www1.bbiq.jp/ogori.kosodate/

　日ごろ、子育てや家事に忙しく、なかなか子どもから離れて活動できない未就園児のお母さん方に大好
評のリフレッシュ講座！！今回は、今はやりの「エコクラフト」に挑戦しました。 

☆リフレッシュ講座☆  
　1/31「エコクラフト」
講師：手島栄子さん 

☆のびのび広場☆ 2/7　講師：橋本里香さん 
家庭訪問相談をご存知ですか?!

●子育てで、困っていることがある人 
●子どもの遊びやかかわり方に悩んでいる人 
●生活習慣やしつけ等で悩んでいる人 
●相談したいことがあるけれど、外出が難しい人 
　まず、お気軽にお電話ください。絵本やおもちゃ 
を持って、伺います。一緒に 考えましょう！！ 

かわいい 
かごの 
完　成！ 

 

◇参加者の声◇ 
・以前から興味があったので、 
　体験できてよかったです。 
・集中して、何かを作るのって 
　いいですね 

親子ふれあい遊び
やあかちゃん体操
を楽しみました。 

　毎年、３月１日から７日まで全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。 
　この運動は、空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、も
って火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的として、
「住宅防火　いのちを守る　７つのポイント」を呼びかけています。 

発行　三井消防署 

☎72－5101（代） 

―　3つの習慣、4つの対策　― 

３つの習慣 

４つの対策 

○寝たばこは、絶対やめる。 
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

　子どもの火遊びによる火災は、大人がい
ない時や人目につきにくいところで発生す
ることが多く、火災の発見が遅れ、火災が大
きくなることがあります。 
　保護者や周りの大人が、以下の点に注意
を払いながら、子どもに対して火の恐ろし
さや防火の知識について正しく教えましょう。 
１．火遊びをしているのを見かけたら 
　 注意する。 
２．子どもだけでは火を取扱わせない。 
３．子どもだけを残して外出しない。 
４．マッチやライターを子どもの手の届く 
　 ところに置かない。 

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。 

○寝具や衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品
を使用する。 
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる。 


